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救
命
の
鍵
は
「
現
場
」
に
あ
り

　

心
停
止
が
起
こ
り
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
現

場
に
は
救
急
隊
も
医
師
も
い
な

い
。
居
合
わ
せ
た
人
が
、
命
を

救
う
鍵
と
な
る
。

　
特
に
重
要
な
の
が
、
A

 
E
 D 

を
早
く
、
正
し
く
使
え
る
こ
と

だ
。
救
急
車
到
着
ま
で
何
も
し

な
け
れ
ば
、
１
か
月
後
の
生
存

率
は
約
８
％
に
留
ま
っ
て
し
ま

う
が
、
胸
骨
圧
迫
を
す
る
こ
と

に
よ
り
約
15
％
、
A
E
D
で
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
約
54
％
の
人
命
が
助
か
っ

て
い
る
。（
※
）
さ
ら
に
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
、
助
か
る
確
率
は
上
が

る
。
教
職
員
向
け
の
研
修
で

は
、
A
E
D
の
重
要
性
が
強
調

さ
れ
、「
校
内
の
ど
こ
で
心
停

止
が
起
き
て
も
、
２
分
以
内
に

持
っ
て
来
ら
れ
る
場
所
に
設
置

す
る
」よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

「
あ
る
だ
け
」
で
は
な
く
「
使

え
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

救
命
の
第
一
歩
と
な
る
。

３
者
で
「
や
っ
て
み
る
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
心
停

止
発
生
か
ら
救
急
搬
送
ま
で
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
を
実

施
。
学
校
で
ど
の
よ
う
な
訓
練

が
で
き
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
訓
練
を
す
れ
ば
よ
り
効
果

的
か
、
３
者
が
協
議
を
重
ね
、

訓
練
に
挑
ん
だ
。
北
吉
井
小
学

校
で
の
訓
練
で
は
、
愛
媛
大
学

医
学
部
の
学
生
も
児
童
役
と
し

て
協
力
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
倒

れ
た
姿
を
見
た
児
童
、
生
徒
が

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
り
、
過
呼

吸
を
起
こ
し
た
り
と
「
リ
ア
ル

な
状
況
」
を
作
り
出
し
た
。

　
初
回
の
訓
練
で
は
、「
慣
れ

な
い
状
況
で
は
き
ち
ん
と
指
示

が
出
せ
な
い
」
と
い
う
課
題
を

発
見
。
そ
こ
で
、
緊
急
時
の
対

応
に
抜
け
が
な
い
よ
う
、
や
る

べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
「
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」

を
地
域
モ
デ
ル
校
の
教
職
員
が

独
自
に
作
成
し
、
以
降
の
訓
練

で
活
用
し
た
。
訓
練
を
経
て
、

教
職
員
か
ら
は
「
ア
ク
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
の
お
か
げ
で
き
ち
ん
と

対
応
で
き
た
。
カ
ー
ド
に
な
い

想
定
外
の
事
態
や
、
周
り
の
子

ど
も
た
ち
の
ケ
ア
な
ど
も
突
き

詰
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声

が
挙
が
っ
た
。
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心臓の収縮が終わりかけた一瞬のタイミングに、
胸にボールが当たるなどして衝撃が加わると、健
康な人でも突然心停止することがある。

子
ど
も
の 

突
然
死 

を
防
ぐ

救急車が到着するまでの時間は、市内平均で約７
分。現場に居合わせた人が、胸骨圧迫と AED で命
を繋げることが鍵となる。

学校×医療×行政
目指すは学校での突然死ゼロ、社会復帰率 100％。
突然死から子どもの命を守るため、３者が手を取り合った

AED による電気ショックが１分遅れるごとに、救
命率は約 10％ずつ低下。心停止から５分経つと
50％、10 分経つとほとんど助からない。

※総務省消防庁 令和７年版救急救助の現況より

さ
っ
き
ま
で
元
気
だ
っ
た
の

に　
　
　
。

　　

令
和
６
年
度
、
全
国
の
学

校
で
起
き
た
子
ど
も
の
突
然

死
は
13
件
（
※
）。
中
で
も
特

に
多
い
の
が
、
心
停
止
に
よ
る

突
然
死
だ
。
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
普
及

に
よ
り
年
々
減
少
し
て
き
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
尊

い
命
が
失
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

心
停
止
が
い
つ
ど
こ
で
起

き
て
も
、
居
合
わ
せ
た
人
が

正
し
く
動
く
こ
と
で
命
を
救

え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
元
気

に
笑
っ
て
い
た
日
常
に
戻
れ

る
よ
う
に　
　
　
。

　

志
を
共
に
し
た
学
校
、
医

療
、
行
政
が
手
を
取
り
合
い
、

「
と
う
お
ん
ハ
ー
ト
救
命
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
。

と
う
お
ん
ハ
ー
ト
救
命
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
始
動

　
学
校
で
の
子
ど
も
の
突
然
死

を
防
ぐ
た
め
に
始
ま
っ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
地
域
モ
デ
ル

校
と
し
て
手
を
挙
げ
た
重
信
中

学
校
及
び
北
吉
井
小
学
校
が
、

愛
媛
大
学
及
び
市
消
防
と
３
者

で
連
携
し
、
昨
年
４
月
か
ら
２

年
間
を
期
間
と
し
て
、
学
校
で

の
研
修
会
や
心
肺
蘇
生
訓
練
な

ど
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
教
職
員

向
け
の
研
修
を
皮
切
り
に
ス

タ
ー
ト
。
研
修
で
愛
媛
大
学
医

学
系
研
究
科
の
檜
垣
高た

か
し史

教

授
（
３
ペ
ー
ジ
写
真
左
上
右
）

が
ま
ず
伝
え
た
の
は
、「
心
停

止
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　

心
停
止
の
多
く
は
、
心
臓

が
小
刻
み
に
震
え
、
血
液
を

送
り
出
せ
な
い
「
心
室
細
動
」

と
な
る
こ
と
で
起
こ
る
。
そ
の

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
持

病
や
、
ボ
ー
ル
が
胸
に
当
た
っ

た
衝
撃
に
よ
っ
て
起
こ
る
心

臓
震し

ん
と
う盪

な
ど
、
そ
の
多
く
は

予
測
が
で
き
な
い
。

※（独）日本スポーツ振興センター 学校等の管理下の災害 [ 令和７年版 ] から集計

▲訓練で使ったアクションカード
AED の手配や 119 番通報、周囲
の児童の保護など、役割ごとに
やるべきことが書かれている。
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目の前で人が倒れたら、あなたはどうしますか？
どのような行動を取ればいいか、知っておきましょう。

55
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知識×勇気×行動力

生
徒
も
「
守
る
側
」
に

　
学
校
に
お
け
る
心
停
止
の
第

一
発
見
者
は
、
生
徒
や
児
童
の

可
能
性
が
高
い
。
誰
も
が
「
守

る
側
」
の
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
重
信
中
学
校
で
は
生
徒
向

け
の
心
肺
蘇
生
訓
練
を
行
っ
た
。

　

訓
練
で
は
、
新
潟
県
で
心

肺
蘇
生
法
を
広
め
る
「
新
潟

P
U
S
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

代
表
で
、
新
潟
大
学
大
学
院
医

歯
学
総
合
研
究
科
の
高
橋
昌

ま
さ
し

教
授
が
講
師
と
し
て
指
導
。

「
胸
を
P
U
S
H
」、「
A
E
D

の
ボ
タ
ン
を
P
U
S
H
」、「
あ

な
た
自
身
を
P
U
S
H
」
を
ポ

イ
ン
ト
に
、
子
ど
も
で
も
簡
単

に
学
べ
る
心
肺
蘇
生
訓
練
を

実
践
し
た
。

　

地
域
モ
デ
ル
校
の
中
心
と

な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
っ
た
重
信
中
学
校
の
松
永
先

生
は
、「
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、

中
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、『
実

習
を
通
し
て
』
心
肺
蘇
生
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
を
通

し
て
、
中
学
生
の
う
ち
に
心
肺

蘇
生
法
を
学
ん
で
社
会
に
出
る

こ
と
で
、
誰
も
が
救
命
技
術
を

身
に
付
け
て
い
る
の
が
当
た
り

前
の
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ

た
。
学
校
、
そ
し
て
社
会
全
体

に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
力

は
大
き
な
財
産
と
な
る
だ
ろ
う
。

高
ま
っ
た
「
現
場
」
の
力

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た

市
消
防
の
二
神
消
防
士
は
、
早

速
成
果
を
実
感
す
る
場
面
が

あ
っ
た
と
い
う
。「
訓
練
後
、
各

地
域
モ
デ
ル
校
か
ら
１
１
９
番

通
報
を
受
け
る
事
態
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
現
場
の
先
生
た
ち

の
対
応
は
完
璧
で
し
た
。
学
校

と
消
防
の
連
携
も
、よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
」
と

話
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
身
に
つ
い
た
知
識
、
勇
気
、

行
動
力
は
着
実
に
現
場
の
力
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
突
然
死
か
ら
子
ど
も
の
命

を
守
り
た
い
」。
立
場
は
違
え

ど
、
同
じ
思
い
を
胸
に
手
を
取

り
合
っ
た
３
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、来
年
度
も
続
く
。今
後
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
他
の
学
校
や

地
域
全
体
に
波
及
さ
せ
、
子
ど

も
の
突
然
死
ゼ
ロ
、
社
会
復
帰

率
１
０
０
％
を
叶
え
る
た
め
、

一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん
で
い
く
。

知識を身に付け、勇気を持って行動すれば、
誰もが「守られる側」から「守る側」になれる。

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た

と
き
、
何
よ
り
も
大
事
な
の

は
、
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
で
す
。
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
口
か
ら
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
法
は
、
忘
れ
な

い
よ
う
何
度
も
訓
練
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
地
域
の
訓
練
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
行
動
す
る
勇
気
を

反応がなければ
119番通報とAED手配

呼吸を確認

AEDの電源を入れて
パッドを貼る

電気ショックが
必要かAEDが解析

電気ショック

胸骨圧迫

位置：胸の真ん中
深さ：成人は約５cm
　　   小児は胸の厚さの約 1/3
速さ：100 〜 120 回／分
※人工呼吸をする場合は、胸骨
圧迫 30 回につき人工呼吸 2 回の
サイクルを繰り返す。

AED が心電図を解析し、「ショッ
クが必要です」などの音声が流
れる。ショック不要の場合は3へ。

傷病者に触れないよう周囲に呼びかけ、音
声に従ってショックボタンを押す。
※ AED によっては、自動でショックが行われる。

1 2 3

4 5 6

優しく叩きながら呼びかける。反
応がなければ周囲の協力を求め、
救急車を呼び、AED を手配する。

10 秒間、胸と腹部の動きを見
て確認。呼吸がない、しゃくり
あげる、いびきのような呼吸は、
心停止の可能性が高い。

強く、速く、絶え間なく。圧迫の合間は、
胸がしっかり戻るまで十分力を抜く。

AED の音声に従って胸にパッドを
貼り付ける。※下着をずらすなどして直
接素肌にパッドが貼り付けられていれば、
衣服を全て脱がす必要はない。

＼ 大丈夫ですか ／

心臓マッサージは

なるべく止めない ＼ 離れて ／

救急車到着まで継続する。救急車到着まで継続する。

119 番× AED ×胸骨圧迫

生徒向け心肺蘇生訓練♥♥

「新潟 PUSH プロジェクト」代表の高橋教授（写
真左）が指導し、"45 分で学べる " 心肺蘇生訓練
を実践。

学校でのシミュレーション訓練

授業中に運動場で児童が倒れた想定で訓練。本番
さながらの緊張感が流れる中、救急車が来るまでの
対応を行った。

♥♥

運動場で児童が倒れたそのとき、職員室は対策本
部に。状況の整理や、役割分担の確認、現場の応援、
保護者への連絡などを行った。

市消防署  神野 和
か ず や

也 署長

目の前で人が倒れたとき

＼命を救えるのは " あなた " だけ！／


